
はじめに

今日の経済の減速状況や競争環境の激化に
より、研究開発に投じる資金、人材、技術等
の経営リソースはますます多岐化・複雑化す
る傾向にある。こうした環境下では、単に一
組織の持つ技術を総動員する技術集約的な解
決は困難になっており、Chesbrough（２００３）１）

などによって提唱されているオープンイノ
ベーションへの取り組みが重要な経営課題と
なっている２、３）。
オープンイノベーションへの取り組みは、

産業界、官界、学界が連携を進める上でも有
効な施策であり、産・官・学それぞれにとっ
てのガイディングプリンシプルとして受容す
る価値のあるものである。
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Abstract

Becauseofincreasingcompetitionandrapidtechnologicalchange,universityandindustryareof-

tencompelledtocollaborateforimprovingtheirresources,capabilitiesandknowledge.Anumberof

universitiesareseekingfinancialsupportfromindustrybecausethecostsofresearchhaverisenata

tremendousspeedwhileconventionalsourcesoffundinghavebeensystematicallyreduced.And

manycompaniesareseekingchancesofcooperationwithuniversities,academics,andresearchinsti-

tutionsforavoidingnumerousrisksatcreatingknowledge.Thusopeninnovationandtheacademia-

industry-governmentcollaborationhadbecometobeconsideredvitallyimportantrecently.Inthis

study,wefocustheconstructingofeffectivecommunityforopeninnovation.
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我々は、このオープンイノベーションを具
現化するオープンなコミュニティを構築す
る べ く「つ く ば イ ノ ベ ー シ ョ ン 研 究
（www.tsukuba-society.org）」を発足し、オー
プンイノベーションを推進するコミュニティ
の構築について検証・検討を行った。

１．「つくばイノベーション研究」の発足

「つくばイノベーション研究」は、成功・発
展するビジネスのイノベーションメカニズム
の解明と未来戦略立案を目指し、２００８年５月
に茨城県・茨城県つくば市・株式会社常陽産
業研究所等の後援を受けて設立された（事務
局は筑波学院大学内、木下・松岡研究室）。
活動初年度は、本コミュニティに一人でも

多くの実務者が集えるよう筑波学院大学内に
例会場を設け、オープンカレッジとして運営
を行っている。

２．「つくばイノベーション研究」の目
的と特徴

本コミュニティの主な目的は以下の４点に
集約される。

１）最先端研究クラスター都市であり、世界
有数のビジネス・イノベーション地区であ
る「つくば」に情報受発信の拠点を置く。

２）産官学連携における効果的ビジネス・
マッチングの役割とあり方を探る。

３）ケーススタディからイノベーションの成
功要因の解明とビジネスモデルの展開可能
性を追求する。

４）新たなビジネス・イノベーションの創出
と事業化の方向性を検討する。

目的の遂行にあたり、既存の人的ネット
ワークだけでは解決できない、リソース的に
一組織では担いきれない技術課題・経営課題
に対して、従来の人的ネットワークを超える
オープンなコミュニティを形成し、特に人的
巡り合わせによる「ビジネス・マッチング」
を主眼としているのが大きな特徴である。

３．研究領域

「つくばイノベーション研究」の対象研究
領域を図１に示す。
図中に太矢印で示された多様なビジネス・

マッチングの中に成功するマッチングを見出
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図１ 「つくばイノベーション研究」の研究領域４）



すべく、活動や研究を重ねている。図中央に
示した一般投資家・民間・公的セクターなど
の幅広いファンドをステークホルダーとしな
がら、「産官連携」「官学連携」「産学連携」を
軸に、「官々連携」「学々連携」「産々連携」を
も扱う。
また、本コミュニティは、研究に従事して

いる人間が企業の実務者との交流を通してマ
ネージメントを学んで企業を興す、あるい
は、企業にいる人間が大学に戻ってマネージ
メントや教育に従事するといった乗換えがス
ムーズにできるよう注力している。つまり、
特定の分野や地域にこだわることなく、参加
する企業や人にとって、新たなイノベーショ
ン創出に向かってステップアップするための
プラットフォームの役割を果たすことも目指
している。

４．研究メンバー

本コミュニティの目的は、最先端研究クラ
スター都市「つくば」を冠とし拠点を置き、
産官学連携によるイノベーションをビジネ
ス・マッチングにより具体化することにある
ため、「来るもの拒まず」の精神で広く国内

外各地域各方面からの参加を求めており、主
催するオープンカレッジをはじめ、情報交換
会やメーリングリストへの参加者について、
一切の制限を設けていない（図２）。
また、コミュニティ内には特別な階層を設

けず、筑波学院大学のオープンカレッジとし
て開催される「講演会」（例会）、また、別途
開催される「情報交換会」やネットコミュニ
ティ（メーリングリスト、掲示板、SNS（So-
cialNetworkingService、準備中））参加者全
員を「研究メンバー」（会員）として等しく位
置付けているのも大きな特徴である。
具体的な研究メンバー像としては、当初、

産業界・官界・学界の研究者と知的財産担当
者、投資家や公的セクター等資金支援グルー
プ、ビジネス・マッチングの役割を担うコー
ディネータ、新規事業開発へ挑戦意欲のある
イノベータ、インキュベータ等を想定してい
たが、さらにベンチャー企業家、県・市の産
業政策担当者、大学院生など、実際の参加者
は多岐に渡っており、参加者の相互作用や
マッチングによる相乗効果に大きな期待が持
てる。
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図２ 「つくばイノベーション研究」の方向性と地域的拡がりの概念図４）



５．活動内容

「つくばイノベーション研究」の主な活動
を以下に示す。

１）オープンカレッジの開催
毎月第三水曜日に筑波学院大学にて開催し

ており、ゲストスピーカによる基調講演や聴
衆参加型のパネルディスカッションを実施し
ている。基調講演には所属や分野を問わず多
彩なスピーカを招聘し、内容もビジネスの成
功・発展事例に特化している。ゲストスピー
カと講演タイトルの一覧を表１に示す。

また、講演の聴衆であるオープンカレッジ
参加者がゲストスピーカに対し率直な質問や
コメントを行うことができる場として、講演
後には質疑応答の場を設けている。さらに、
ゲストスピーカを交えたパネルディスカッ
ションを実施し、今後の展望や他分野との関
連などについて議論を深めて建設的な結論を
導き出し、学術的成果を得られるよう配慮し
ている。この場においても、パネルディス
カッションがスピーカやパネラー間で閉じら
れることの無いよう配慮し、一般参加者も質
問やコメントを自由に行える時間を設けてお
り、毎回活発な意見交換が行われている。参
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表１ ゲストスピーカと講演タイトルの一覧（２００８年１０月現在）

「ロボットでつくばを元気に」第１回
２００８/５/２８ 筑波大学システム情報工学研究科教授（兼）産学リエゾン共同研究センター長 油田信一 氏

「がんばれ日本の製造業－日本の製造業は世界最強－」第２回
２００８/６/１８ 政策研究大学院大学教授 橋本久義 氏

「苦悩する我が国のバイオベンチャーの活路はココだ」第３回
２００８/７/１６ 株式会社日経BP社医療局主任編集委員 宮田 満 氏

「技術ベンチャー成功の秘訣」第４回
２００８/９/１７ イノベーションエンジン株式会社代表取締役 佐野睦典 氏

「イノベーション（知的創造）のプラットホーム」第５回
２００８/１０/１６ 財団法人常陽地域研究センター研究参与、埼玉大学地域共同研究センター客員教授 久野美和子 氏

「夢を形に －M&Aと世界展開－」第６回
２００８/１１/１９
（予定） 協立電機株式会社取締役社長 西 雅寛 氏

「地域再生の切り札はニーズ志向型の産官学連携だ」第７回
２００８/１２/１７
（予定） 茨城県工業技術センター長 藤沼良夫 氏

「東大の産学連携とイノベーション」第８回
２００９/２/１８
（予定） 東京大学産学連携本部特任教授 堀 雅文 氏

「我が国の環境配慮型都市開発技術を世界へ」第９回
２００９/３/１８
（予定） 株式会社日建設計代表取締役副社長 安 昌寿 氏

「断続的な経営改革 －考え方のリストラ、MBOを使った経営改革－」第１０回
２００９/４/１５
（予定） 株式会社ポッカコーポレーション代表取締役社長 堀 雅寿 氏

「企業の知財戦略 －知的財産の複雑系－」第１１回
２００９/５/２０
（予定） 株式会社リコー執行役員法務・知財本部長 海老 豊 氏



加者から寄せられる忌憚の無いコメントは、
様々な現場の生の声として重要なものであ
り、ビジネス・マッチングの具体化に関して
欠くことのできない有用な情報をもたらして
いる。

２）情報交換会の実施
通常、「講演会」の後に毎回開催している。

ビジネス・マッチングの起点は「人」と「人」
とのつながりであり、この「人」と「人」と
の無数の接点の中にビジネス・マッチングへ
と進化する種がやはりあり、具体的なビジネ
ス・マッチングの創出には、この「情報交換
会」が重要な役割を果たしている。

３）メーリングリストによる意見や情報の交換
オープンカレッジ参加者に加え、ゲストス

ピーカやパネラーも登録しており、本コミュ
ニティの重要な情報交換手段となっている。
本メーリングリストでは、コミュニティの連
絡事項だけでなく、オープンカレッジの感想
やコメント、さらには企業の事業案内なども
交わされるなど、コミュニティの活性化に大
きく貢献している。「つくばイノベーション
研究」では、将来役立つことやモノを参加者
の文殊の智恵で見極め、産官学のビジネス・
マッチングによりイノベーションを興すこと
を目的としていることから、このような場が
イノベーションのための接着材の役割を果た
せればと考えている。自由な意見や考え、独
断と偏見、夢想幻想なんでも出し合い、マッ
シュアップを図る一つの手段として、メーリ
ングリストは重要な役割を担っている。

４）公式サイトとマッチングコーナーの開設
と運用

コミュニティの情報発信基地となる「つ
くばイノベーション研究」公式サイト
（http://www.tsukuba-society.org/）５）と、ビジネ
ス・マッチングを実現する掲示板を開設し、

運営している。
ホームページは本コミュニティの活動の軌

跡や今後の予定が簡潔に分かるよう留意する
とともに、頻繁に更新することでコミュニ
ティ参加者の関心を集約する大きな基点と
なっている。
さらに、公式サイト内にはビジネス・マッ

チングを目的とした会員専用の掲示板を開設
した。ビジネスとは、旬モノがタイミング良
く出会い、引き合い、コラボレーションを興
すことであるとの認識に基づき、本コーナー
を「旬（しゅん）」と名付け運用を始めてい
る。本掲示板はツリー構造になっており、ビ
ジネス・マッチングを希望する「つくばイノ
ベーション研究」の会員がその旨を投稿すれ
ば、その記事に対し、簡単に返信メッセージ
を付けることができる仕様となっている。ま
た、投稿時に「暗証キー」を入力しておくと、
その暗証キーを使って自分の記事を修正・削
除することができる他、メールアドレスの入
力時に「非表示」にチェックを入れておくこ
とで、メールアドレスを（管理者以外に対
し）非表示とすることができるなど、ユーザ
ビリティとセキュリティに配慮している。な
お、企業や研究機関がビジネス・パートナー
を得るべく機密性の高い技術やノウハウの紹
介を行う必要がある場合、掲示板という形式
では不都合が生じる可能性があるため、会員
と会員とをピンポイントで結ぶ新たな手段と
して、SNS（SocialNetworkingService）の導
入に向け準備を進めている。

５）研究成果の報告・公開
ホームページへの記事掲載、学会発表、そ

して学術論文の発表という形で実行する。
オープンカレッジの実施報告は「つくばイノ
ベーション研究」公式サイト５）にて随時行っ
ており、講演やパネルディスカッションの要
旨を掲載し、活動内容の紹介や情報の発信に
努めている。
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６．まとめ

オープンイノベーションを実現するべく、
人的ネットワークに重点をおいたコミュニ
ティを構築した。基調講演など、イベント形
式の例会のみならず、ネットコミュニティに
より参加者を結ぶことにより、人的交流の可
能性を拡大するとともに、オープンコミュニ
ティとして活性化した状態を保てるようにな
りつつある。セキュリティに配慮したビジネ
ス・マッチングコーナーを設置したことなど
により、構成メンバーは産官学のそれぞれの
背景を有するものではあるが、それぞれの組
織としての関与では無く、志だけで緩く繋
がっているにもかかわらず、産官学連携活動
をベースに実効的な成果をあげることが期待
できる。
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